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(57)【要約】
【課題】入力端子の仕様を変更することなく、外部から
所望の音質調整用データを入力して音質調整することが
できる音響装置を提供する。
【解決手段】音質調整用データを格納する係数メモリ１
７と、係数メモリ１７から読み出された音質調整用デー
タを用いて、オーディオ信号の音質調整を行うイコライ
ザ回路１２を含むオーディオ信号処理部６と、ＡＵＸ端
子２２に接続するアナログ信号線から分岐されたデータ
受信用通信線と、ＡＵＸ端子２２及びデータ受信用通信
線を介して音質調整用データを受信し、この音質調整用
データで係数メモリ１７の内容を書き換える制御部７と
を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音質調整用データを格納する記憶部と、
　前記記憶部から読み出された音質調整用データを用いて、オーディオ信号の音質調整を
行う音質調整部と、
　アナログ入力端子に接続するアナログ信号線から分岐されたデータ受信用通信線と、
　前記アナログ入力端子及び前記データ受信用通信線を介して受信した音質調整用データ
で前記記憶部の内容を書き換える音質調整用データ書き換え処理部とを備えた音響装置。
【請求項２】
　音質調整用データを格納する記憶部と、
　前記記憶部から読み出された音質調整用データを用いて、オーディオ信号の音質調整を
行う音質調整部と、
　スピーカ出力端子に接続するアナログ信号線から分岐されたデータ受信用通信線と、
　前記スピーカ出力端子及び前記データ受信用通信線を介して受信した音質調整用データ
で前記記憶部の内容を書き換える音質調整用データ書き換え処理部とを備えた音響装置。
【請求項３】
　音質調整用データ書き換え処理部は、音響装置を搭載する車種、音響装置の種類、及び
スピーカの種類を含む条件内容に対応付けて前記条件内容の複数の組み合わせに適合した
音質調整用データを格納するデータベースから、前記条件内容を指定する検索要求に応じ
て出力された音質調整用データで記憶部の内容を書き換えることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２記載の音響装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、オーディオ信号の音質調整が可能な音響装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の音響装置としては、特許文献１に開示されるものがある。この特許文献１の音響
装置では、音楽パターンを示すサブコードをコンパクトディスク（以下、ＣＤと称す）に
付与しておき、このサブコードに基づいて特定した音楽パターンに対応する音色モードの
係数データを係数テーブルから読み出し、この係数データを用いて自動的に音質調整が行
われる。
【０００３】
　例えば、音楽パターンがジャズモードであることを示すサブコードが付与されたＣＤの
音楽を再生する場合、音響装置のマイクロコンピュータが、サブコードに基づいて係数テ
ーブルからジャズモードに対応する係数データを読み出し、読み出した係数データを用い
てデジタルイコライズ処理を実行する。これにより、ジャズに合った音色で音楽が再生さ
れる。
【０００４】
【特許文献１】特開平７－５８５６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　再生音の音質は、音響装置が配置された室内の形状や内装材等に起因した音響的特性の
影響を受けることが知られている。このため、特許文献１のように音楽パターンを指定す
るだけでは、所望の音質を得るのに十分な音質調整をすることができない。例えば、自動
車に搭載する音響装置では、自動車の車室の形状や内装材等によって音質が影響を受ける
ため、車室と再生音を出力するスピーカの種類との組み合わせに適合した音質調整用デー
タで音質調整しなければ所望の音質を得ることができない。
【０００６】
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　また、車室の形状や内装材は自動車の車種に応じて様々な種類があり、車室内に搭載す
るスピーカの種類も多々あることから、音質調整用データには様々な組み合わせがある。
このため、音質調整の度に、使用者が音響装置の操作部を操作して音質調整用データを設
定するのでは、必ずしも最適な音質調整用データが設定できるとは限らず、音響装置が配
置された場所やスピーカ種類に適した音質が得られない場合がある。
【０００７】
　さらに、音響装置が配置された場所やスピーカの種類等の条件内容の様々な組み合わせ
に適合した音質調整用データを予め用意しておき、自己の条件内容に合致する音質調整用
データを音響装置に設定して音質調整することも考えられる。しかしながら、この場合、
予め用意された音質調整用データを入力するためのデジタル入力端子と外部通信用インタ
フェースが新たに必要であり、音響装置における入力端子の仕様を大きく変更しなければ
ならない。
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、入力端子の仕様を変
更することなく、外部から所望の音質調整用データを入力して音質調整することができる
音響装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係る音響装置は、音質調整用データを格納する記憶部と、記憶部から読み出
された音質調整用データを用いて、オーディオ信号の音質調整を行う音質調整部と、アナ
ログ入力端子に接続するアナログ信号線から分岐されたデータ受信用通信線と、アナログ
入力端子及びデータ受信用通信線を介して受信した音質調整用データで記憶部の内容を書
き換える音質調整用データ書き換え処理部とを備えるものである。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、音質調整に用いる音質調整用データを格納する記憶部の内容を、ア
ナログ入力端子及びこれに接続するアナログ信号線から分岐されたデータ受信用通信線を
介して受信した音質調整用データで書き換えるので、入力端子の仕様を変更することなく
、外部から所望の音質調整用データを入力して音質を調整することができるという効果が
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１による音響装置及びデータサーバの構成を示す図であ
り、データサーバ３からデータ中継用パーソナルコンピュータ２（以下、データ中継用Ｐ
Ｃ２と称す）を介して音響装置１に音質調整用データを設定する構成を示している。図１
において、音響装置１は、ＡＭ／ＦＭ受信部４、ＣＤ再生部５、オーディオ信号処理部６
、制御部（音質調整用データ書き換え処理部）７、アンプ部８、Ａ／Ｄ変換部１０、Ｉ／
Ｆドライバ１８、バンドパスフィルタ（ＢＰＦ）１９、切り替えスイッチ２０及び操作部
２１を備える。
【００１２】
　ＡＭ／ＦＭ受信部４は、ＡＭ／ＦＭの放送波を受信する。ＣＤ再生部５は、ＣＤに記録
されたオーディオ信号を再生する。制御部７は、オーディオ信号処理部６による音質調整
処理を制御する構成要素であり、マイクロコンピュータ等からなる。アンプ部８は、スピ
ーカ９ａ，９ｂと接続し、Ｄ／Ａ変換部１５から入力したオーディオ信号を増幅してスピ
ーカ９ａ，９ｂに出力する。Ａ／Ｄ変換部１０は、ＡＵＸ（AUXiliary）端子２２から入
力されたアナログの音声信号をアナログ－デジタル変換する。
【００１３】
　オーディオ信号処理部６は、ＡＭ／ＦＭ受信部４、ＣＤ再生部５及びＡ／Ｄ変換部１０
からオーディオ信号の入力を受け付け、入力したオーディオ信号の音質調整を行う構成要
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素であり、ＤＩＲ１１、イコライザ回路１２、バス・トレブル回路１３、遅延部１４、Ｄ
／Ａ変換部１５、波形メモリ１６及び係数メモリ１７を備える。
【００１４】
　ＤＩＲ（Digital Audio Interface Receiver）１１は、ＡＭ／ＦＭ受信部４、ＣＤ再生
部５及びＡ／Ｄ変換部１０から入力したオーディオ信号を切り替える。イコライザ回路１
２は、複数のデジタルパラメトリックイコライザから構成され、係数メモリ１７から読み
出した係数データを用いてオーディオ信号のデジタルイコライジング処理を行う。
【００１５】
　バス・トレブル回路１３は、オーディオ信号の低音・高音レベルの調整を行う。遅延部
１４は、スピーカ９ａ，９ｂから受聴位置までの距離ずれに応じた時間差を補正するため
の遅延時間をオーディオ信号に設定する。Ｄ／Ａ変換部１５は、波形メモリ１６から読み
出されたオーディオ信号のデジタル－アナログ変換を行う。波形メモリ１６は、オーディ
オ信号を一時記憶する記憶部であり、遅延時間に応じてオーディオ信号が読み出される。
【００１６】
　係数メモリ１７は、オーディオ信号処理部６によるオーディオ信号の音質調整に使用す
る係数データを格納する。係数メモリ１７に格納される係数データ（音質調整用データ）
としては、イコライザ回路１２のデジタルイコライジングで用いるイコライズ係数データ
、バス・トレブル回路１３で設定するバス・トレブル値（低音・高音レベル）、遅延部１
４で設定する遅延時間等がある。つまり、本発明では、イコライザ回路１２によるデジタ
ルイコライジングのみならず、バス・トレブル回路１３によるバス・トレブル値の設定、
遅延部１４による遅延時間設定も含めたオーディオ信号処理部６で行われる処理を音質調
整処理として取り扱う。
【００１７】
　Ｉ／Ｆドライバ１８は、シリアル通信のインタフェース回路である。以降の説明では、
Ｉ／Ｆドライバ１８が、入力信号をＲＳ－２３２Ｃ規格に沿った信号に変換して制御部７
に出力する。バンドパスフィルタ（以下、ＢＰＦと称す）１９は、例えば通過帯域を５０
ｋＨｚ～３０ＭＨｚの間で適宜選択することにより、シリアル通信信号（ＲＳ－２３２Ｃ
規格の信号に変換すべき信号）以外の音声信号等を遮断する。切り替えスイッチ２０は、
ＡＵＸ端子２２とＡ／Ｄ変換部１０を接続するアナログ音声入力信号線（アナログ信号線
）から分岐されたデータ受信用信号線上に設けられ、制御部７からの制御信号に応じて、
ＡＵＸ端子２２に接続するデータ受信用信号線の経路とＢＰＦ１９から制御部７までのデ
ータ受信用信号線の経路との接続を開閉する。
【００１８】
　また、切り替えスイッチ２０は、音響装置１の外部に設けた開閉スイッチ（不図示）に
連動して、制御部７が開閉制御するように構成してもよい。この他、操作部２１に設けた
複数の特定のボタン（不図示）を同時に押し続けることにより、特定の動作モードで切り
替えスイッチ２０の開閉制御を行うようにしてもよい。例えば、上記特定のボタンを押し
続けることにより、操作部２１から所定のモード指示信号を制御部７に送信する。制御部
７では、このモード指示信号を受信すると切り替えスイッチ２０の開閉を交互に繰り返す
ように制御する。
【００１９】
　操作部２１は、装置１外部から各種処理の指示を入力するための構成要素であり、操作
ボタンやタッチパネル等のハードウエアと設定入力用のソフトウエアが協働した手段とし
て実現される。ＡＵＸ端子２２は、アナログのオーディオ信号を入力するための入力端子
であり、左チャネル信号Ｌ、右チャネル信号Ｒ、信号グランドＧの３端子がある。切り替
えスイッチ２０への経路は、これら３端子とそれぞれ接続している。
【００２０】
　なお、ＡＵＸ端子２２に接続する３端子の各信号線をＲＳ－２３２Ｃ通信線として使用
する場合、例えば左チャネル信号Ｌの信号線をＴｘＤ（送信）ライン、右チャネル信号Ｒ
の信号線をＲｘＤ（受信）ライン、信号グランドはグランド線として使用する。
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【００２１】
　データ中継用ＰＣ２は、インターネット回線を介してデータサーバ３から音質調整用の
係数データをダウンロードする処理と、上記係数データを音響装置１へ送信する処理を行
う。また、データ中継用ＰＣ２は、音響装置１のＡＵＸ端子２２と接続するコネクタ２３
、インタフェース回路２４、減衰器２５及びラインドライバ２６を備える通信経路を介し
て音響装置１へ上記係数データを送信する。
【００２２】
　ここで、インタフェース回路２４は、シリアル通信のインタフェース回路であり、入力
信号をＲＳ－２３２Ｃ規格に沿った信号に変換する。減衰器２５は、ＡＵＸ端子２２側へ
送信する通信信号を減衰する。ＲＳ－２３２Ｃ規格では、最大±１５Ｖ、通常でも±１２
Ｖの電圧範囲の信号を使用するが、ＡＵＸ端子２２の入力基準電圧は、±０．５Ｖｒｍｓ
、最大でも±２．０Ｖｒｍｓである。このため、減衰器２５は、ＲＳ－２３２Ｃ規格の通
信信号の電圧をＡＵＸ端子２２の許容入力電圧範囲内まで減衰させる。ラインドライバ２
６は、ＴｘＤ（送信）ライン及びＲｘＤ（受信）ラインでの通信を制御する。
【００２３】
　データサーバ３は、音響装置の種類、その設置場所の環境（例えば、車室の形状や内装
材等は車種によって特定される）、スピーカの種類、調整対象の音楽モードなどの条件内
容の様々な組み合わせに適合した音質調整用の係数データを管理し、外部からの要求に応
じた係数データを音響装置１に提供する。これらの処理を実行するために、データサーバ
３は、通信処理部３ａ、検索処理部３ｂ及びデータベース３ｃを備える。
【００２４】
　通信処理部３ａは、通信処理を実行する構成要素であり、インターネット回線を介して
データ中継用ＰＣ２と通信する。検索処理部３ｂは、通信処理部３ａが受信した検索要求
に応じた音質調整用の係数データをデータベース３ｃから検索する。データベース３ｃは
、音響装置の種類、その設置場所の環境、スピーカの種類、調整対象の音楽モードなどの
条件内容の様々な組み合わせに適合した音質調整用の係数データを格納する。
【００２５】
　図２は、図１中の係数メモリの内容の一例を示す図であり、音響装置１を車載音響装置
に適用した場合を示している。図２に示すように、音質調整用の係数データは、音響装置
１が搭載される自動車の車種名、チャネル数及びキー番号に対応付けて係数メモリ１７に
格納される。図２の例では、車種名がＳＥＤＡＮ－Ａ、チャネル数が４つ、キー番号のＫ
ＥＹ項目にＡ－ＡＵ１ＳＰ２０７０６１３が設定されている。
【００２６】
　キー番号は、音響装置１の製造番号あるいは、音響装置１を搭載する車両の車種、音響
装置１の型名（オーディオ型名）、スピーカ型名の組み合わせを示すコード番号である。
例えば、図２に示したキー番号Ａ－ＡＵ１ＳＰ２０７０６１３では、車種名がＡ、オーデ
ィオ型名がＡＵ１、スピーカ型名がＳＰ２であり、製造日が０７０６１３（２００７年６
月１３日）であることを示している。
【００２７】
　係数データとしては、チャネルごとの信号に対するゲイン（ＧＡＩＮ）、遅延時間（Ｄ
ｅｌａｙ）及びイコライザ回路１２によるイコライズで使用するパラメトリックフィルタ
のフィルタ個数が設定される。例えば、図２に示したチャネル番号１では、ゲインが０ｄ
Ｂ、遅延時間が０ｍｓ、フィルタ個数が４であり、チャネル番号２では、ゲインを０．５
ｄＢ下げ（－０．５ｄＢ）、遅延時間が１．２ｍｓ遅らせる処理、フィルタ個数が４であ
る。
【００２８】
　また、イコライザ回路１２内のパラメトリックフィルタの係数データとして、パラメト
リックフィルタの中心周波数（ＦＲＱ）、Ｑ値、ゲイン（ＧＡＩＮ）が設定される。例え
ば、図２に示したチャネル番号１の信号に使用される４つのパラメトリックフィルタにつ
いて、それぞれフィルタ番号１Ａ～１Ｄが設定される。フィルタ番号１Ａでは、中心周波
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数が３５ｋＨｚであり、Ｑ値が１、ゲインを３ｄＢ上げる処理が設定されており、フィル
タ番号１Ｂには、中心周波数が２６０ｋＨｚであり、Ｑ値が２．７、ゲインを３．５ｄＢ
下げる（－３．５ｄＢ）処理が設定されている。
【００２９】
　さらに、バス・トレブル値の係数データも係数メモリ１７に格納される。図２に示す例
では、左チャネル信号Ｌについて、バス（低音）の周波数（ＢＡＳＳ－Ｌ－ＦＲＱ）が１
００Ｈｚであり、ゲイン（ＢＡＳＳ－Ｌ－ＧＡＩＮ）を２ｄＢ上げる処理が設定されてお
り、トレブル（高音）の周波数（ＴＲＥ－Ｌ－ＦＲＱ）が８０００Ｈｚであり、ゲイン（
ＴＲＥ－Ｌ－ＧＡＩＮ）が０ｄＢとする処理が設定されている。
【００３０】
　図２に示した係数メモリ１７の内容は、操作部２１を用いて係数データを入力操作する
ことにより、使用者によって適宜書き換えが可能である。なお、以降では、データサーバ
３のデータベース３ｃにおいて、図２に示したキー番号、車種（設置環境）、オーディオ
型名（音響装置の種類）、スピーカ型名（スピーカの種類）、調整対象の音楽モードを条
件内容とする複数の組み合わせに適合した音質調整用の係数データを管理する場合を例に
挙げて説明する。
【００３１】
　次に動作について説明する。
（１）通常の音楽再生時の動作
　音響装置１に電源を投入すると、制御部７は、係数メモリ１７から読み出した音質調整
用の係数データのうち、パラメトリックフィルタの係数データをイコライザ回路１２に設
定すると共に、遅延時間を遅延部１４に設定する。遅延部１４は、波形メモリ１６に音楽
信号を書き込み、制御部７から設定された遅延時間だけ遅れた音楽信号を読み出してＤ／
Ａ変換部１５に出力する。Ｄ／Ａ変換部１５は、波形メモリ１６から入力した音楽信号を
Ｄ／Ａ変換する。アンプ部８は、Ｄ／Ａ変換部１５から入力したアナログの音楽信号を増
幅してスピーカ９ａ，９ｂに出力する。これにより、スピーカ９ａ，９ｂから音楽信号が
音波となって放出される。
【００３２】
　また、ＣＤに記録された音楽信号を再生する場合を説明する。音響装置１のディスクド
ライブ（不図示）にＣＤを挿入すると、ＣＤ再生部５がＣＤから音楽信号を再生する。こ
の音楽信号は、オーディオ信号処理部６のＤＩＲ１１に出力される。ＤＩＲ１１は、入力
信号のうちＣＤ再生部５から出力された音楽信号を選択してイコライザ回路１２に出力す
る。イコライザ回路１２は、上述したように制御部７によってパラメトリックフィルタの
係数データが設定されており、この係数データで音楽信号をイコライズ処理する。イコラ
イズ処理された音楽信号は、バス・トレブル回路１３によってバス・トレブル値が調整さ
れた後、遅延部１４に送られる。これ以降は、上述した電源投入後の処理と同様である。
【００３３】
　なお、通常の音楽再生でＡＵＸ端子２２から音楽信号を入力する場合、切り替えスイッ
チ２０でＡＵＸ端子２２に接続するデータ受信用信号線の経路とＢＰＦ１９から制御部７
までのデータ受信用信号線の経路との接続を開状態（非接続状態）としておく。これによ
り、ＡＵＸ端子２２から入力された音楽信号は、アナログ音声入力信号線を介してＡ／Ｄ
変換部１０に入力された後にＤＩＲ１１へ送られ、上述のようにして音質調整された音楽
信号がスピーカ９ａ，９ｂから音波として放出される。
【００３４】
（２）データサーバから音質調整用の係数データを取得する際の動作
　データ中継用ＰＣ２は、内蔵のモデム（不図示）等の通信処理部を介してインターネッ
ト回線に接続し、インターネット回線上のデータサーバ３にアクセスする。このとき、デ
ータサーバ３の通信処理部３ａからデータ中継用ＰＣ２のブラウザへ係数データ選択画面
のプログラムが送信される。このプログラムをデータ中継用ＰＣ２が実行することで、デ
ータ中継用ＰＣ２の操作部（不図示）による入力操作に連動して係数データの検索要求が
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可能なＧＵＩ（Graphical User Interface）がデータ中継用ＰＣ２に提供される。
【００３５】
　図３は、係数データ選択画面の一例を示す図である。図３において、係数データ選択画
面２７上には、テキスト入力ボックス２８～３１、検索結果の音質調整用パラメータを選
択するためのラジオボタン（選択ボタン）３２－１～３２－Ｎ、図２で示したキー番号の
入力ボックス３３、選択した係数データのダウンロードの可否を示すラジオボタン３４，
３５が表示される。音質調整用パラメータとしては、例えば図２で示したチャネル番号及
びそれに対応するゲイン、遅延時間やフィルタ個数、各パラメトリックフィルタごとの中
心周波数、Ｑ値、ゲイン等がある。
【００３６】
　上記係数データ選択画面において、データ中継用ＰＣ２の操作部を用いた入力操作で、
テキスト入力ボックス２８に車種、テキスト入力ボックス２９にスピーカ型名、テキスト
入力ボックス３０にオーディオ型名、テキスト入力ボックス３１に音楽モード（好みの音
楽のジャンル）を条件内容として入力する。これら入力情報は、検索要求としてデータ中
継用ＰＣ２からインターネット回線を介してデータサーバ３へ送信される。
【００３７】
　データサーバ３の検索処理部３ｂは、通信処理部３ａで受信されたデータ中継用ＰＣ２
からの検索要求で指定される条件内容（車種、オーディオ型名、スピーカ型名、音楽モー
ド）を用いて、データベース３ｃを検索する。これにより、検索要求データの条件内容に
対応する音質調整用パラメータが検索される。例えば、テキスト入力ボックス３１に好み
のジャンルの音楽モードを入力すると、この音楽ジャンルに適した音質調整用パラメータ
が検索される。検索処理部３ｂは、検索結果のパラメータをデータベース３ｃから読み出
し、通信処理部３ａを介してデータ中継用ＰＣ２へ送信する。
【００３８】
　データ中継用ＰＣ２では、データサーバ３から受信した検索結果のパラメータが上記係
数データ選択画面上のラジオボタン３２－１～３２－Ｎに表示される。上記操作部を用い
た入力操作で、ラジオボタン３２－１～３２－Ｎに表示されたパラメータのうち、所望の
パラメータのラジオボタンを選択し、ダウンロード可を示すラジオボタン３４を選択する
と、選択したパラメータの係数データ要求がインターネット回線を介してデータサーバ３
に送信される。一方、ダウンロード不可を示すラジオボタン３５を選択すると、パラメー
タのラジオボタンの選択が解け、ラジオボタン３２－１～３２－Ｎに表示されたパラメー
タから所望のパラメータのラジオボタンを選択することが可能となる。
【００３９】
　データサーバ３では、通信処理部３ａがデータ中継用ＰＣ２からの係数データ要求を受
信すると、検索処理部３ｂに出力する。検索処理部３ｂは、係数データ要求に対応する係
数データをデータベース３ｃから読み出し、通信処理部３ａを介してデータ中継用ＰＣ２
へ送信する。これにより、データ中継用ＰＣ２が、テキスト入力ボックス２８～３１で指
定した条件内容に対応する音質調整用の係数データを取得することができる。
【００４０】
　また、テキスト入力ボックス２８～３１に加え、音響装置１の係数メモリ１７の内容に
設定されたキー番号を入力ボックス３３に入力すると、これら入力情報は、データ中継用
ＰＣ２からインターネット回線を介してデータサーバ３へ送信される。データサーバ３で
は、通信処理部３ａがデータ中継用ＰＣ２からのキー番号を含む検索要求データを受信す
ると、検索処理部３ｂに出力する。
【００４１】
　データサーバ３のデータベース３ｃには、キー番号に対応付けられた車種、オーディオ
型名、スピーカ型名等の条件内容の組み合わせに適合した音質調整用の係数データが管理
されている。検索処理部３ｂは、データ中継用ＰＣ２からのキー番号を含む検索要求デー
タを入力すると、上記キー番号に対応する条件内容の組み合わせをデータベース３ｃから
検索し、検索結果の条件内容の組み合わせと上記検索要求データ中の条件内容の組み合わ
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せとを比較して、上記キー番号に対応する条件内容の組み合わせが検索されたか否かを判
定する。
【００４２】
　上記キー番号に対応する条件内容の組み合わせで検索されていないとの判定結果が得ら
れると、検索処理部３ｂは、通信処理部３ａを介して誤った条件内容を指定する検索要求
がなされた旨をデータ中継用ＰＣ２へ通知する。このようにすることで、データ中継用Ｐ
Ｃ２側で、車種、オーディオ型名、スピーカ型名等の条件内容の入力誤りを知ることがで
き、キー番号に対応しない誤った係数データのダウンロードを防止することができる。
【００４３】
（３）音響装置へ音質調整用の係数データを設定する際の動作
　先ず、音響装置１のＡＵＸ端子２２とデータ中継用ＰＣ２のコネクタ２３とを接続して
音響装置１とデータ中継用ＰＣ２のＲＳ－２３２Ｃ通信経路とを接続する。音響装置１側
では、操作部２１で制御部７に係数データ受信指示を行い、これに応じて制御部７が切り
替えスイッチ２０を閉状態（接続状態）に制御する。データ中継用ＰＣ２側では、不図示
の操作部を用いて送信指示を行うことにより、ＲＳ－２３２Ｃ通信経路を介した係数デー
タの送信を開始する。これにより、音響装置１では、ＡＵＸ端子２２を介して係数データ
が受信され、ＢＰＦ１９及びＩ／Ｆドライバ１８を経由して制御部７へ出力される。
【００４４】
　図４は、図１中のデータ中継用ＰＣから音響装置への係数データ送信処理の流れを示す
フローチャートであり、非同期方式のＲＳ－２３２Ｃ通信でのデータ送信を示している。
この図に沿って説明すると、データ中継用ＰＣ２は、ＲＳ－２３２Ｃ通信経路を介して、
データサーバ３からダウンロードした係数データをパラメータごとに１バイトのデータと
して順に送信する。例えば、図２で示したような、車種名、チャネル数、チャネル番号１
のゲイン、遅延時間、チャネル番号２のゲイン、遅延時間・・・等が１バイトのデータと
して順に送られる。
【００４５】
　一方、音響装置１の制御部７は、上述のようにして係数データの受信モードになると、
ＡＵＸ端子２２に接続する信号線のうち、ＲＳ－２３２Ｃ通信のＲｘＤ（受信）ラインと
なる右チャネル信号Ｒの信号線の電圧レベルを監視して、該信号線から受信された信号の
スタートビットを確認する（ステップＳＴ１）。例えば、ＲｘＤラインの電圧レベルがロ
ウレベルに低下すると、スタートビットの値０を確認したものとする。スタートビットを
確認すると、制御部７は、ＲｘＤラインから信号を読み取るタイミングをリセットする（
ステップＳＴ２）。
【００４６】
　この後、制御部７は、ＡＵＸ端子２２を介したＲＳ－２３２Ｃ通信経路において、予め
設定された所定の通信速度に従い、一定の間隔で係数データの取り込みを開始する（ステ
ップＳＴ３）。制御部７は、取り込んだデータからパリティビットを算出し、算出結果の
パリティビットの値と予め設定されたパリティビットの値とを比較してパリティチェック
を行う（ステップＳＴ４）。ここで、両者が一致しない場合、制御部７は、データ中継用
ＰＣ２からのデータ送信にパリティエラーが発生したものとしてデータ取り込みを終了す
る（ステップＳＴ６）。
【００４７】
　パリティチェックが正常な場合、制御部７は、１バイトのデータを受信する度にストッ
プビットを確認する（ステップＳＴ５）。このとき、ストップビットの値１が確認できな
ければ、制御部７は、データ中継用ＰＣ２からのデータ送信にフレーミングエラーが発生
したものとしてデータ取り込みを終了する（ステップＳＴ７）。
【００４８】
　ステップＳＴ５においてストップビットの値１が確認されれば、制御部７は、一連の係
数データにおける最後の１バイトのデータであるか否かを判定する（ステップＳＴ８）。
例えば、データ中継用ＰＣ２から送信すべき係数データが何バイトのデータであるかを制
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御部７に通知しておくことで、最後のデータを確認できる。
【００４９】
　ステップＳＴ８において最後の１バイトのデータでなければ、制御部７は、ステップＳ
Ｔ１の処理に戻ってスタートビットを監視し、上述の処理を繰り返して次の１バイトのデ
ータ受信を実行する。また、最後の１バイトのデータであれば、全ての係数データが受信
されたものとしてデータ取り込み処理を終了する。なお、データ送信エラーで取り込みを
終了した場合、制御部７からデータ中継用ＰＣ２へ再送信を指示するようにしてもよい。
【００５０】
　制御部７は、受信した係数データを係数メモリ１７に送信して、メモリ内容を書き換え
る。イコライザ回路１２、バス・トレブル回路１３、及び遅延部１４は、制御部７により
書き換えられた係数メモリ１７の内容に従ってそれぞれの処理を行う。これにより、音響
装置１は、車種（設置環境）、オーディオ型名（音響装置の種類）、スピーカ型名（スピ
ーカの種類）、調整対象の音楽モード等の条件内容の組み合わせに適合した係数データを
用いて、音質調整処理を行うことができる。
【００５１】
　なお、図１では、アナログのオーディオ信号を入力するためのＡＵＸ端子２２を介した
通信経路で係数データを受信する構成を示したが、音響装置１の他の既存のアナログ入力
端子を介した通信経路で係数データを受信するようにしてもよい。
　図５は、実施の形態１による音響装置における係数データ受信経路の他の例を示す図で
あり、アンプ部からスピーカを接続するスピーカ出力端子までのスピーカ出力ラインを係
数データ受信経路として扱う場合を示している。
【００５２】
　図５において、アンプ部８ａはＬチャネル分のアンプであり、アンプ入力端子３６は、
Ｄ／Ａ変換部１５からＬチャネルのオーディオ信号をアンプ部８ａに入力するための端子
である。また、アンプ部８ａは、スピーカにアナログ信号を送るためのスピーカ出力ライ
ン（アナログ信号線）３７を介してスピーカ出力端子３８に接続する。切り替えスイッチ
２０ａは、スピーカ出力ライン３７の極性に応じた２本のラインにそれぞれ接続し、制御
部７からの制御に従って後続のバンドパスフィルタ（ＢＰＦ）１８との接続を開閉する。
これ以外の構成は図１と同様に動作するので説明を省略する。
【００５３】
　データ中継用ＰＣ２から音響装置１へ係数データを送信する際、音響装置１のスピーカ
出力端子３８とデータ中継用ＰＣ２のコネクタ２３とを接続して音響装置１とデータ中継
用ＰＣ２のＲＳ－２３２Ｃ通信経路とを接続する。音響装置１側では、操作部２１で制御
部７に係数データ受信指示を行い、これに応じて制御部７が切り替えスイッチ２０ａを閉
状態（接続状態）に制御する。
【００５４】
　データ中継用ＰＣ２側では、不図示の操作部を用いて送信指示を行うことにより、ＲＳ
－２３２Ｃ通信経路を介した係数データの送信処理を開始する。これにより、音響装置１
では、スピーカ出力端子３８を介して係数データが受信され、ＢＰＦ１９及びＩ／Ｆドラ
イバ１８を経由して制御部７へ出力される。このように構成することで、アナログ音声入
力端子であるＡＵＸ端子２２を装備しない音響装置についても、その入力端子仕様を変更
することなく、係数データの受信が可能となる。
【００５５】
　以上のように、この実施の形態１によれば、音質調整用データを格納する係数メモリ１
７と、係数メモリ１７から読み出された音質調整用データを用いて、オーディオ信号の音
質調整を行うイコライザ回路１２を含むオーディオ信号処理部６と、ＡＵＸ端子２２に接
続するアナログ信号線から分岐されたデータ受信用通信線と、ＡＵＸ端子２２及びデータ
受信用通信線を介して受信した音質調整用データで係数メモリ１７の内容を書き換える制
御部７とを備えるので、入力端子の仕様を変更することなく、外部から所望の音質調整用
データを入力して音質調整することができる。
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【００５６】
　また、この実施の形態１によれば、制御部７が、スピーカ出力端子３８及びこれに接続
するスピーカ出力ライン３７から分岐されたデータ受信用通信線を介して受信した音質調
整用データで係数メモリ１７の内容を書き換えるので、上記と同様に、入力端子の仕様を
変更することなく、外部から所望の音質調整用データを入力して音質調整することができ
る。
【００５７】
　さらに、この実施の形態１によれば、制御部７が、音響装置１を搭載する車種、音響装
置１の種類及びスピーカの種類を含む条件内容に対応付けて条件内容の複数の組み合わせ
に適合した音質調整用データを格納するデータベース３ｃから、条件内容を指定する検索
要求に応じて検索された音質調整用データで係数メモリ１７の内容を書き換えるので、音
響装置を取り付ける自動車や音響装置、スピーカを買い換えて、これらの新たな組み合わ
せで音質調整する場合であっても、その組み合わせに適合した音質調整用データで音質調
整することができる。
【００５８】
　上記実施の形態１では、音響装置１の使用者が、データ中継用ＰＣ２の操作部を用いて
音質調整用の係数データの検索データを入力し、これに応じた係数データをデータ中継用
ＰＣ２にダウンロードする構成を示したが、これに限定されるものではない。例えば、デ
ータサーバ３にＲＳ－２３２Ｃ規格の通信経路を設けておき、データ中継用ＰＣ２を介さ
ず、データサーバ３と音響装置１とを直接接続し、音響装置１がデータサーバ３から音質
調整用の係数データをダウンロードするようにしてもよい。この場合、音響装置１の制御
部７からＴｘＤラインを介してデータサーバ３へ検索要求を送信し、これに応じてＲｘＤ
ラインを介して検索結果の係数データを得ることとなる。
【００５９】
　前述の実施の形態では、キー番号を音響装置の型名と製造番号などから組み合わせて構
成する例を示したが、個人を特定するテキスト情報や搭載する自動車の情報を付加して構
成してもよい。個人を特定するテキスト情報としては、例えば氏名が多く用いられる。ま
た、自動車に付随した情報には、車台番号、ＶＩＮ（Vehicle Identification Number）
、或いはナンバープレートがある。
【００６０】
　上記情報は、１台１台の自動車に固有な情報であり、車種を識別すると共に、個々の自
動車及びその所有者を識別することが可能である。国内の車台番号では、例えば車台形式
ＡＡ１ＢＢＸＸＸＸＸＸＸ（ＸＸＸＸＸＸＸは７桁の数値）のように表される。１７桁の
ＶＩＮでは、例えばＡＢ１ＣＤ２３４５ＥＸＸＸＸＸＸＸＸ（ＸＸＸＸＸＸＸＸは８桁の
数値）のようになる。国内のナンバープレートは、地名、分類番号、ひらがな、４桁番号
で表されるので、例えば札幌５００さＸＸＸＸ（ＸＸＸＸは４桁の数値）のようになる。
【００６１】
　図６は、上述の情報をキーとした係数メモリの内容を示す図であり、音響装置のキー番
号Ｋｅｙ１と車台番号Ｋｅｙ２に対応付けて音質調整用データを格納した場合を示してい
る。ＣＡＮ（Controller Area Network）など、予め車内のデジタル通信インタフェース
を有する音響装置１では、自動車に装着する際にキー番号Ｋｅｙ１，Ｋｅｙ２ともに音響
装置へ記憶させることが可能である。また、デジタル通信インタフェースを有しない音響
装置１では、前述の実施の形態で示した方法で車検証から得た番号を自動車の所有者、又
は販売者が音響装置１へ記憶させる。車種、スピーカとの組み合わせが変更された場合に
は、上記と同様の手段で、キー番号Ｋｅｙ１を書き換える。
【００６２】
　図７は、２つのキー番号の入力ボックスがある係数データ選択画面の一例を示す図であ
る。図７において、係数データ選択画面上には、図３で示した入力ボックスやボタンの他
に、第１のキー番号Ｋｅｙ１を入力する入力ボックス３９、第２のキー番号Ｋｅｙ２を入
力する入力ボックス４０、パスワードの入力ボックス４１、キー番号をデータサーバ３へ
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登録するための登録ボタン４２が表示される。
【００６３】
　入力ボックス３９，４０にキー番号Ｋｅｙ１，Ｋｅｙ２をそれぞれ入力し、登録ボタン
４２を選択すると、Ｋｅｙ１とＫｅｙ２を対応付けて、データベース３ｃに記憶する。こ
のとき、パスワードの入力ボックス４１へパスワードを入力して登録ボタン４２を選択す
ると、第三者が勝手にＫｅｙ１とＫｅｙ２の内容を変更できなくなるので、自動車の固有
情報であるＫｅｙ２に対応付けしたＫｅｙ１の内容を保護することが可能である。パスワ
ードは、任意のテキスト文字の他、ナンバープレートの一部を含む文字、数字を用いて、
例えばナンバープレートが札幌５００さＸＸＸＸ（ＸＸＸＸは４桁の数値）の場合、ｓａ
ｔｓｕＸＸＸＸ、或いはｓａＸＸＸＸをパスワードとしても良い。
【００６４】
　図７の係数データ選択画面において、車種、スピーカ型名、オーディオ型名、キー番号
Ｋｅｙ１，Ｋｅｙ２を条件として入力すると、データサーバ３の検索処理部３ｂは、上記
条件を用いて検索し、この条件に対応する音質調整用パラメータが検索される。検索結果
として得た音質調整用パラメータは、自動車固有のキー番号Ｋｅｙ２と対応付けてデータ
ベース３ｃに記憶する。これにより、データサーバ３では、音楽モード（好みの音楽ジャ
ンル）、ダウンロードの履歴を自動車固有のキー番号に対応付けて保管し、読み出す構成
が可能となる。
【００６５】
　キー番号Ｋｅｙ２に対応付けた音楽モードやダウンロード履歴は、特定の自動車によっ
て、その使用者がどんな音楽を好み、どんな特性の音質調整用パラメータを利用している
かの情報であり、音響装置やスピーカを買い換えたり、車種を乗り換えたりした場合、上
記の蓄積情報を元に好みの音楽ジャンルで、車種／音響装置／スピーカの組み合わせに合
致した音質調整用パラメータを最上位のパラメータとして、図７の係数データ選択画面の
中でパラメータボックス３２－１に表示する。なお、最上位のパラメータボックスを点滅
させる、色を変える、大きさを変えるなどして強調表示してもよい。
【００６６】
　また、係数データ選択画面の登録者又は自動車が特定されるので、登録後の一定期間、
例えば１年間は無料で係数パラメータをダウンロードが可能なサービスを提供すること、
或いは、新製品の情報を優先的に提供することに利用する。さらに、音響装置とスピーカ
の組み合わせの情報から、音響装置メーカとスピーカ製品メーカが共同して、新発売の音
響装置に合う新しいスピーカ情報を提供することに利用する。
【００６７】
　自動車メーカ／自動車販売店と音響装置メーカが、自社製品の組み合わせを使用してい
る登録者に対して共同して、製品情報やサービスを提供するために利用する。音響装置と
自動車に固有なキー番号を組み合わせることにより、自動車メーカ、自動車販売店、音響
装置／スピーカ製品のメーカ、販売店が自社製品の使用者を特定でき、その使用者に限っ
た情報、サービスを提供できるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】この発明の実施の形態１による音響装置及びデータサーバの構成を示す図である
。
【図２】図１中の係数メモリの内容の一例を示す図である。
【図３】係数データ選択画面の一例を示す図である。
【図４】図１中のデータ中継用ＰＣから音響装置への係数データ送信処理の流れを示すフ
ローチャートである。
【図５】実施の形態１による音響装置における係数データ受信経路の他の例を示す図であ
る。
【図６】係数メモリの内容の他の例を示す図である。
【図７】係数データ選択画面の他の例を示す図である。
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【符号の説明】
【００６９】
　１　音響装置、２　データ中継用ＰＣ、３　データサーバ、３ａ　通信処理部、３ｂ　
検索処理部、３ｃ　データベース、４　ＡＭ／ＦＭ受信部、５　ＣＤ再生部、６　オーデ
ィオ信号処理部、７　制御部（音質調整用データ書き換え処理部）、８，８ａ　アンプ部
、９ａ，９ｂ　スピーカ、１０　Ａ／Ｄ変換部、１１　ＤＩＲ、１２　イコライザ回路、
１３　バス・トレブル回路、１４　遅延部、１５　Ｄ／Ａ変換部、１６　波形メモリ、１
７　係数メモリ、１８　Ｉ／Ｆドライバ、１９　バンドパスフィルタ（ＢＰＦ）、２０，
２０ａ　切り替えスイッチ、２１　操作部、２２　ＡＵＸ端子（アナログ入力端子）、２
３　コネクタ、２４　インタフェース回路（Ｉ／Ｆ回路）、２５　減衰器、２６　ライン
ドライバ、２７　係数データ選択画面、２８～３１　テキスト入力ボックス、３２－１～
３２－Ｎ，３４，３５　ラジオボタン、３３，３９，４０，４１　入力ボックス、３６　
アンプ入力端子、３７　スピーカ出力ライン（アナログ信号線）、３８　スピーカ出力端
子、４２　登録ボタン。

【図１】 【図２】



(13) JP 2009-147629 A 2009.7.2

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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